
ワークショップ 5 月 27 日（金）（生きいきプラザ） 

テーマ 意   見 

建設 

防災 

環境 

○天城北道路の天城ＩＣ 

・周辺整備事業として「道の駅」の設置を 

・「第２次総合計画」の予算計上の中で、天城 IC 周辺の施設建設費の予算及びその内容

は。 

・天城北道路、月ヶ瀬の「道の駅」を含めた事業運営方法は。（市、第三セクター、指

定管理 他 どこで）また、採算ベースはどのようであるか。 

・天城北道路の完成時において、周辺交通量の実績・見込みは。（道路渋滞による、生

活・商業（店）・観光他に及ぼす影響は） 

○文教ガーデンシティ構想 

・文教ガーデンシティ構想は、今一度市民の声に耳を傾けてほしい。 

 （まだ、説明不足である） 

・文教ガーデンシティは、何のために作るのか。 

・文教ガーデンシティは、いらない。 

・文教ガーデンシティ構想について、行政が行った市民説明会と議会での説明が異なっ

ており、これはどちらかが偽証である。よって、議会は 100 条委員会を設置すべし。 

・議員は、文教ガーデンシテイ構想の土地利用に関し、国の関東農政局、県農地局農地

利用課等にすべき。 

・市長は、区長会で「土木や建築工事などできる限り市内業者に発注し、内需拡大に結

び付けていく。」と述べたが利益誘導ではないか。  

○修善寺駅 

・修善寺駅及び周辺整備事業の成果・課題をどのように評価しているか、また、この事

業を次の大型事業である文教ガーデンシテイ事業にどう生かしていくのか。 

・修善寺駅西口の歩道は、なぜなくなってしまったのか。 

・修善寺駅構内に、伝言板・広報板の設置を望む。 

・修善寺駅前広場に伊豆市のシンボルとなるものの設置を。 

・修善寺駅舎のデザインはださい。 

・修善寺駅西口広場をイベント等に早期使用できるように望む。 

・修善寺駅西口広場を利用しみんなで野菜やチキン等売店の出店を 

○防災・防犯 

・子どもたちや市民の安全を見守る仕組みづくりとして 

① 防犯カメラの設置 

② 地域と学校やこども園との連携の強化等を考えるが。 

○その他 

・「公共工事で市民生活が良くなる。」は幻想で、バブル時代をまねた公共工事頼みの市

政はやめてほしい。 

 



観光・産業 

○観光振興策 

・伊豆市の所蔵する美術品を展示する美術館を修善寺地区に作ってほしい。 

・修善寺駅の西口広場の有効活用（イベントなどの開催） 

・修善寺駅北に飲食店を（電車による誘客が見込まれる。） 

・昨年と一昨年に開催したバルは、よかった。 

・何かイベントを企画しても相談する窓口が分からないので、その窓口を作ってほしい。 

・修善寺駅と温泉までの遊歩道を整備して欲しい。（街灯なども同時に設置して欲しい。） 

・湯川橋（伊豆の踊子の出発点）の有効利用。 

・温泉場を歩行者天国にしたらどうか。（せめて土日ぐらい） 

・修善寺駅から日本酒・ワイン・ビールの生産地めぐりのバスツアーなどを企画する。 

・観光協会を統合し、統一した企画や連携を深めるべき。 

・観光協会のイベントが毎回同じ。（新しい企画を取り入れたら） 

・４地区がばらばらにイベントを開催しているが、お互いに協力し合うことにより相乗

効果が生まれると思う。） 

・外国語の普及促進 

・外国人観光客に対するおもてなし 

・フェイスブックなどを利用して仲間を増やす。（伊豆半島全体で） 

〇オリンピック 

・オリンピックを利用した企画を進める。 

・自転車の普及策として、自転車置き場の設置を進める。（各商店など） 

・サイクルロードの設置 

修善寺駅からベロドロームまで 

伊豆市の名所・旧跡を巡るコース 

自然を楽しむコースなど 

○ふるさと納税の活用 

・地元の産品を利用することで活性化につながる。（宿泊券や施設の入場券なだも含む。） 

○産業振興協議会 

・法人化を進め、もっと活動しやすくしてほしい。 

〇定住促進 

・若者が定住するには、若い世代の将来に希望が持てる政策立案が必要であり、雇用環

境の整備が先である。 

 

 

 

教育・福祉 

 

 

 

 

○小中学校の再編成 

・中学校の再編成は、今の修善寺中学校の施設を使った方がよい。当初の議論では、既

存の建物を使うということだったが、いつの間に新しい校舎を日向に建てることにな

ったのか分からない。説明してほしい。 

・現在、修善寺中学校と修善寺南小学校が隣接していて、今後の小中連携の教育に好都

合のはず。なぜ、わざわざ中学校を離れたところに作るのか。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

教育・福祉 

・自校方式の良い給食センターがあるのに、なぜ使わないのか。今ある良い施設を使わ

ないで、新しい学校を作るのは無駄である。 

・中学校を小学生用に作り直すのも、無駄なお金の使い方だ。 

・借金をして新しい学校を作っても、次世代にツケを残すことになるし、借り入れの比

率が上がり、本来必要なインフラに資金が使えなくなるのではないか。これから人口

が減っていけば、税収も減るはずではないか。市が示している財政シミュレーション

では、心配だ。 

・小学校を統合する場合、通学が遠くなる地域が出てくるが、特に小学校低学年の子供

にとって大きな負担になるはず。通学の負担増加にどう対応するのか。 

・若い世代の働く場としての福祉・教育の現場が少なくなってしまう。再編成などの一

方で、若い人たちの働く場を作ることが大事。 

・土肥でやるように、中伊豆、天城湯ヶ島は、小中一貫校でなくて本当にいいのか。 

・市の職員や議員も今進められている学校統合を、これでいいと思っているのか、自信

がないのではないか。研修などして意思統一してくれないと、市民は安心してついて

いけない。 

・地域のこどもの人数が少なく、保育園から小学校までずっと同じクラスメイトで育っ

ていくことで、問題を抱えてしまって解決できないまま引きずっているケースがあ

る。こどもの成長のことを考えると、たくさんの人の中で生活して、いろいろな選択

肢がある環境で育った方が良い面がたくさんある。そういうことをもっとたくさんの

人に知ってほしい。通うのに近い方がいいとか、少人数の方が教育に目が届くとかは、

人数が少なすぎる場合と比べれば二の次。 

その他 

・修善寺だけを集中して良くして、他の地域は大丈夫なのか。もっと、市全域のこ

とを考えるべき。総合計画も市民は知らない。 

・地域づくり協議会は、修善寺ではできない。人が多い学区ではまとまらない。で

きなければ意味がない。旧４町時代のくくりにこだわりすぎる。 

・市で取り扱っている軽自動車税について、もう少し配慮が必要。自動車税と納期

限が違うので、間違いやすい。3 月末か 4 月始めで、廃車の手続きのタイミング

で税を払わなくてはならなくなる。 

・行政は、人材の砦、機械ではない。人材育成あってこそ市民サービスは実現でき

る。「やってみせ、言って聞かせてさせて見せ、褒めてやらねば人は動かず。」話

し合いに耳を傾け、承認し、任せてやらねば人は育たず。「やっている姿を感謝で

見守って信頼せねば、人は実らず。」 

・議会報告会をもっと頻繁にしてもらいたい。今回のような取り組みを是非続けて

もらいたい。 

・若者を外に出してしまうことは、地元愛をきっと見ないと思う。 


